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次回展示
通 常 展 「大和川付け替え関連展示」
10月1日（木）～10月28日（水）

企画展

「くらしを彩る植田家の陶磁器」
2015年7月16日（木）～9月27日（日）
植田家に伝わる”色々”な陶磁器を一堂に展示。会期中、一部展示替えあり。

※休館日は P15 をご覧ください

展示のご案内



― 3 ―

表紙写真

植松灯籠の日

　2015年5月9日（土）に開催した旧 植 田 家 住 宅

の 庭 の 灯 籠 に 灯 り を 灯 す イ ベ ン ト「植松灯籠

の日」。来場者は普段と違った庭の景色と主屋の窓

に現われた影絵を楽しんだ。詳細は本誌 11 頁に

掲載。
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企
画
展「
植
田
家
と
新
田
開
発
」　

　

平
成
26
年
度（
平
成
27
年
）3
月
、八
尾
市
で
は

新
た
に
2
件
の
文
化
財
が
「
市
指
定
文
化
財
」
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
１
件
は
、考
古
資
料
の『
高
安

千
塚
古
墳
群  

服
部
川
支
群  

伝
森
田
山
古
墳
出
土

圭け
い
と
う頭
大た

ち刀
・
耳じ

か
ん環
・
須す

え

き
恵
器
』。そ
し
て
も
う
１
件

が
、安
中
新
田
会
所
跡
旧
植
田
家
住
宅
所
蔵
の
古

文
書『
安
中
新
田
検け

ん
ち
ち
ょ
う

地
帳
』（
宝
永
五
年
安
中
新
田

検
地
帳
写

う
つ
し

并
な
ら
び
に

覚お
ぼ
え
が
き

書
・
享
保
六
年
安
中
新
田
検

地
帳
写
）で
す
。こ
の
指
定
を
受
け
、
旧
植
田
家
住

宅
で
は
、６
月
４
日（
木
）～
７
月
12
日（
日
）の
期

間
中
、企
画
展「
植
田
家
と
新
田
開
発
」を
開
催
し
、

市
指
定
文
化
財
の
古
文
書
２
点
の
ほ
か
、
植
田
家

と
安
中
新
田
に
関
わ
る
古
文
書
複
数
点
を
展
示
し

ま
し
た
。

「
安
中
新
田
分
間
絵
図
」

　

ま
ず
今
回
の
企
画
展
で
は
、展
示
室
の
床
面
に

複
製
が
展
示
さ
れ
て
い
る
「
安や

す
な
か
し
ん
で
ん
ぶ
ん
け
ん
え
ず

中
新
田
分
間
絵
図
」

に
つ
い
て
詳
し
く
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
写
真
や
図
で
解
説
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の

「
分
間
絵
図
」
も
、
何
を
隠
そ
う
平
成
21
年
に
八

尾
市
の
文
化
財
指
定
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
絵
図

の
発
見
に
よ
っ
て
、
旧
植
田
家
の
建
物
が
安
中
新

平
成
27
年
度
企
画
展

平成26年度 市指定文化財

「安中新田検地帳」を初公開！

享保六年安中新田検地帳写（1721）

背景：安中新田分間絵図（1711）

宝永五年安中新田検地帳写并覚書（1708）

最古の
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田
の
会
所
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
平
成
18
年

（
２
０
０
６
）
６
月
に
建
造
物
と
場
所
が
八
尾
市
指

定
文
化
財
な
ら
び
に
「
史
跡
」
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
ち
な
み
に
絵
図
は
、
正
徳
元
年
（
１
７
１
１
）

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
新
田
開
発
か
ら
お
よ
そ

７
年
後
の
安
中
新
田
の
状
況
が
分
か
る
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
安
中
新
田
検
地
帳
」

　

今
回
の
展
示
の
目
玉
で
あ
っ
た
「
安
中
新
田
検

地
帳
」
は
、
先
述
の
２
点
か
ら
成
っ
て
お
り
、「
宝

永
５
年
」
の
検
地
帳
は
、
新
田
開
発
後
に
初
め
て

行
な
わ
れ
た
検
地
の
記
録
で
、
市
内
に
残
る
新
田

の
検
地
帳
の
中
で
も
最
も
古
い
資
料
で
す
。
ま
た

「
享
保
６
年
」の
検
地
帳
は
、
そ
の
13
年
後
の
も
の

で
、
新
田
開
発
の
状
況
や
新
田
そ
の
も
の
の
価
値

（
等
級
）
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
、
ど

ち
ら
の
資
料
も
そ
の
当
時
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る

貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
展
示
で
は
「
古
文
書
は
難
し
く
て
分
か
ら

ん
！
」
と
い
う
方
で
も
興
味
を
も
っ
て
も
ら
お
う

と
、〝
古
文
書
を
味
わ
う
〟
資
料
害
虫
シ
バ
ン
ム
シ

君
に
も
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
旧
植
田
家
住
宅 

学
芸
員　

安
藤 

亮
）

市指定文化財の「指定書」を展示

「安中新田検地帳」を初公開！

巨大な「安中新田分間絵図」を図解

美味っ！

加賀屋新田に関する古文書も展示
初代植田林蔵について書かれた古文書

トンネル状に虫食い穴を
あけるシバンムシ（倍率５）

展示室全体
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６
月
20
日
（
土
）、
旧
植
田
家

住
宅
で
は
「
八
尾
再
発
見
！
市

史
に
み
る
八
尾
」
の
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
企

画「
八
尾
再
発
見
！
」は
、
こ
れ
ま
で「
文
学
に
見

る
八
尾
」、「
映
像
に
み
る
八
尾
」
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
「
○ま

る
ま
る○

に
み
る
八

尾
」と
し
て
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
八
尾
を
発
見
す

る
企
画
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の「
○

○
」
に
当
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
、
今
回
は
新
版

の
完
成
に
向
け
て
現
在
作
業
が
進
行
中
の
八
尾
市

の「
市し

し史
」に
つ
い
て
、講
師
の
尾
崎
良
史
さ
ん（
八

尾
市
史
編
纂
室
、
八
尾
市
文
化
財
調
査
研
究
会
）に
詳

し
く
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
「
市
史
」
と
い
う
言
葉
で
す
が
、
耳
馴

染
み
の
あ
る
人
に
は
ピ
ン
と
き
ま
す
が
、
実
は
こ

の
言
葉
は
辞
書
に
は
無
い
言
葉
で
、
い
わ
ゆ
る
自

治
体
が
刊
行
す
る
「
自
治
体
史
」
の
一
つ
、
つ
ま

り
『
八
尾
市
史
』
は
八
尾
市
と
い
う
自
治
体
の
歴

史
書
だ
と
い
い
ま
す
。
歴
史
書
と
し
て
は
中
国
の

昔
の
も
の
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

『
八
尾
市
史
』
編
纂
以
前
は
、『
大
阪
府
全
志
』（
大

正
２
）
や『
中
河
内
群
誌
』（
大
正
12
）
な
ど
広
域
な

も
の
や
、
あ
る
い
は
各『
村
誌
』に
掲
載
さ
れ
た
程

度
の
も
の
で
し
た
が
、
市
政
10
周
年
事
業
と
し
て

昭
和
33
年
に
『
八
尾
市
史
」（
記
述
編
＝
本
文
編
）

が
刊
行
、
そ
れ
に
続
い
て
史
料
編
も
2
年
後
に
刊

行
さ
れ
（
講
座
で
は
こ
れ
を
第
1
期
の
『
八
尾
市

史
』
と
呼
称
）、
こ
う
し
て
『
八
尾
市
史
』
の
歴

史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
２
期
の
市
史
編
纂
は
昭
和
43
年
に
始
ま
り
、

昭
和
63
年
『
増
補
版 

八
尾
市
史
（
前
近
代
編
）
本

文
編
』
ま
で
に
『
八
尾
市
史
』
は
次
々
と
刊
行
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
は
現
在
ま
で
刊
行

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
た
び
平
成
22
年
に
第

３
期
と
な
る『
新
版 

八
尾
市
史
』

の
編
纂
が
決
定
し
、
平
成
34
年

の
完
成
を
目
標
に
現
在
そ
の
作
業
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
中
身
も
気
に
な
り

ま
す
が
、
本
講
座
で
は
第
１
期
の『
八
尾
市
史
』

を
も
と
に
、
八
尾
市
の
歴
史
や
特
徴
、
資
料
の
正

当
性
な
ど
を
、尾
崎
さ
ん
の
綿
密
な
考
察
と
分
析

を
交
え
、
た
っ
ぷ
り
と
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

本
講
座
で
は
、
市
史
を
通
し
て
八
尾
の
姿
を
発

見
で
き
、
ま
た
そ
の
歴
史
を
積
み
上
げ
て
き
た
人

び
と
の
姿
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

新
た
な
八
尾
の
発
見
に
つ
な
が
る
『
新
版
八
尾
市

史
』
の
完
成
を
心
待
ち
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
旧
植
田
家
住
宅　

安
藤 

亮
）

八
尾
再
発
見
！
市
史
に
見
る
八
尾

市史を分かりやすく解説する尾崎さん

これまで刊行された八尾市史
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毎
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
開
講
し
て
い
る

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」
は
、
今
年

で
第
四
回
目
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の

受
講
生
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
登
録
さ
れ
れ

ば
四
期
生
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
主
に
学
校

園
と
一
般
の
団
体
見
学
を
対
象
に
旧
植
田
家
住
宅

の
案
内
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
皆
さ
ん
で
す
が
、
最
近
で
は
、
出
前
授
業

や
イ
ベ
ン
ト
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
活
動
の
幅
を

広
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
講
座
は
、
受
講
生
が
定
員
五
名

に
対
し
て
二
名
と
、
第
一
期
と
同
じ
少
人
数
で
の

開
講
と
な
り
ま
し
た
。
受
講
生
の
お
二
人
と
も
各

所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
も
あ
り
、
新
し
い
こ

と
を
学
ん
で
様
々
な
こ
と
に
関
わ
る
機
会
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
全
四
回
に
わ
た
る
講
座
を
終
え
て
、

無
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
誕
生
と
な
る
で
し
ょ

う
か
。

◎
第
１
回
（
５
月
20
日
）

　

毎
年
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
最
初
に
行
な
っ
て

い
る
の
が
、
自
己
紹
介
で
す
。
受
講
生
同
士
の
交

流
も
兼
ね
て
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
伝
え

る
ガ
イ
ド
と
し
て
は
大
切
な
時
間
で
す
。
そ
れ
が

終
わ
る
と
、
早
速
旧
植
田
家
住
宅
の
中
を
見
学
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
の
立
場
と
し
て
話

を
聞
い
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
い
ま
す
。
植
田
家

住
宅
で
は
基
本
と
な
る
大
和
川
付
替
え
と
新
田
開

発
の
知
識
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
短
期
間
で
覚
え

る
こ
と
の
多
い
養
成
講
座
な
の
で
、
気
長
に
参
加

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎
第
２
回
（
６
月
17
日
）

　

第
二
回
の
講
座
で
は
、
毎
年
プ
ロ
の
建
築
家
に

講
座
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
諸
事

情
に
よ
り
当
施
設
学
芸
員
が
建
物
に
つ
い
て
お
話

を
し
ま
し
た
。
実
際
に
建
物
を
見
学
し
な
が
ら
の

ス
タ
イ
ル
は
例
年
通
り
で
、
プ
ロ
に
は
及
び
ま
せ

ん
が
、
日
頃
の
ガ
イ
ド
で
学
ん
だ
こ
と
を
お
伝
え

で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
植
田
家
に
関
す
る

基
本
的
な
知
識
も
習
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
第

二
回
で
は
特
に
資
料
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

◎
第
３
回
（
７
月
８
日
）

　

い
よ
い
よ
後
半
戦
と
な
る
第
三
回
は
、
予
定
の

日
程
を
繰
り
上
げ
、
す
こ
し
早
く
実
施
し
ま
し
た
。

学
校
園
の
見
学
に
関
す
る
内
容
で
、
よ
り
実
感
を

持
っ
て
講
座
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
次
回
は
、
い
よ
い
よ
修
了
検
定
が
待
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
お
さ
ら
い
と
し
て
第
一
回

か
ら
の
内
容
を
も
う
一
度
確
認
し
、
準
備
を
し
ま

し
た
。
受
講
生
の
皆
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
旧
植
田
家
住
宅 

学
芸
員　

安
藤 

亮
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　

養 
成 
講 

座（
第
４
期
）

学
芸
員
の
つ
ぶ
や
き

第１回「ガイダンス」

第２回「植田家の建造物」

第３回「昔の道具」
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9. 道標　
柏原の今町の家並の
北 端 に 位 置 し、 奈 良
街道と信貴山参詣道
の分岐点に立つ。

13. 旧大和川堤防跡　
旧大和川の堤防跡の石垣。

17. 南栄橋　
柏原駅の南東に位置。橋の東
側にかつて肥料工場があり、
工場専用の線路（引込み線）
の名残で、橋が斜めに架かる。

22. 天誅組の碑　
文久 3 年に孝明天皇の大和
行幸に先立ち、大和五條の
代官所を襲撃し、倒幕の旗
をあげた天誅組が策を練っ
たとされる料理旅館「きぬ
吉」が、かつてこの付近に
あった。

10. 柏原神社　
創建年代不詳。柏原村要新六

（かなめしんろく）私 邸 に 鎮 座
のものを明治13年に現在地へ
移転。明治40年に若松神社を
合祀・改称し、同年、志紀村の
稲荷神社を合祀している。

14. 柏原舟ふなだまり跡（公園）
寛永 13 年から始まった柏原船は、4 年後
には 70 隻まで増え、明治頃まで柏原ー
大阪間を運航し、物資の運搬・集散で
栄えた。

18. 二・三番樋の合流地点　
大和川から流れる二本の川

（長瀬川）の水が合流する地点。

23. 青地樋　
平野川の取水口。近くには「神
奴染工場」がある。

26. 築留二番樋　
長瀬川・玉串川の取水口。明治
21 年 の レ ン ガ 造 の 樋 門 は、
鉄道トンネルのようなアーチ
の馬蹄形をしている。登録有形
文化財。

27. 大和川治水記念公園　
大和川付け替えに尽力した
中甚兵衛の像や明治 18 年の
水害碑、同年間の治水功労
者たちの顕彰碑などが立ち
並ぶ。

11. 寺田家住宅
登録有形文化財。江戸時代に
庄屋をつとめ、北条屋の屋号
で油粕問屋や柏原舟を営業。

15. 柏原黒田神社
旧大和川堤防上に位置する。創建年代不詳。
もとは塩殿神社と呼ばれ、海運・交通安全の神
として塩土老翁（しおつちのおじ）を祀っていた。

19・20. レンガ造の跨道橋
近鉄道明寺線のレンガ造の跨道橋。

24. レンガ造の跨道橋

12. 三田家住宅　
重要文化財。屋号を大文字屋と
称し、干鰯や油粕などを扱う
肥料商を営み、船仲間や地主
として栄えた。建物の表側は
奈良街道に面し、裏側は了意
川に面しており、柏原船の荷
物を直接敷地内に運べる。

16. JR 柏原駅　
明治 22 年開業。平成 19 年に
現在の橋上駅舎となる。
※写真は駅前ロータリーの様子

21. 春日神社　
創建年代不詳。戦後に黒田神
社に合祀され、現在は社はな
く公園となっている

25. 三番樋　
長瀬川・玉串川の取水口。
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旧 大 和 川 を あ る く

ぶらり長瀬川

　宝永元年（1704）の大和川付け替え後から現在に

至るまで新田開発された旧川筋には歴史ある史跡

や名勝、名所がたくさん残されています。このまち

あるきでは、古いものから新しいものまで様々な魅

力あるスポットを発掘します。

大和川

玉串川長瀬川

JR志紀駅

西村市郎右衛門の碑

二俣

木製水車

柏原神社
寺田家住宅

三田家住宅

ふなだまり公園

旧大和川堤防跡

柏原黒田神社

JR柏原駅

南栄橋

跨道橋

春日
神社跡

跨道橋

新大和橋

跨道橋天誅組の碑

青地樋

大和川治水公園

築留
二番樋三番樋

二・三番樋
　合流地点

今町墓地

レトロな銭湯

道標

万葉歌碑

レンガ橋脚

1
2
3

4

5

7

8

9

10
11
12 13

14

15

16

17

1819

202122

23
24 25

2627

～志紀 ･ 柏原 編 ～

　2015 年 4 月 12 日（日）、天 候 に も 恵 ま れ、12 名

の参加者とともに、旧大和川から新大和川を目指す「ぶ

らり長瀬川～志紀・柏原編～」を実施しました。毎回

常連の参加者も増え、それぞれ違った興味や関心があ

り、様々にまちあるきを楽しみました。

　今回は特に大和川付け替えの歴史だけでなく、地理

や建物、墓地、鉄道などに関するスポットが多く、得

意分野を持つ参加者が交代でガイドをする場面もあり

ました。予定コースを約 3 時間でめぐり、八尾と柏原

のどちらも堪能することができたまちあるきでした。

6

1. JR 志紀駅　
明治42年 開 業。昭和22年 に
一 旦 休止し、昭和 36 年営業
を再開した。

4. 西村市郎右衛門の碑　
大正５年建立。大和川付け
替え後、志紀郡の村々の水
不足を解消し、処刑された
という西村市郎右衛門の碑。

7. レトロな銭湯
外 壁 に レ ン ガ を 使 用
した銭湯「桜湯」。数年
前に廃業。

5. 二俣　
長瀬川と玉串川の分岐点。

6. 木製水車　
岡村製油株式会社のモニュ
メント。

8. 今町墓地　
旧大和川の左岸堤防にあたる。

2. レンガ造の橋脚　
昭和 31 年造。

3. 万葉歌碑　
八 尾 唯 一 の 万 葉 集 に 詠 わ れ た
場所。「真鉋持 弓削河原之 埋木
之 不可顕 事爾不有君」（巻７・
1385 読人知らず）。
この付近は、旧大和川の河川敷
にあたり弓削の河原と呼ばれた。
二俣から分かれた長瀬川（付け
替え前は久宝寺川）の河原だっ
たのだろう。



― 10 ― 10

三
会
所
だ
よ
り

　
「
明め

い
か
て
い

霞
亭
」
と
い
う
の
は
加
賀
屋
新
田
会
所
跡

（
加
賀
屋
緑
地
）で
最
も
高
い
場
所
に
位
置
し
て
い

る
四あ

ず
ま
や阿

風
の「
旧
茶
室
」
で
あ
る
。
加
賀
屋
新
田

会
所
は
加
賀
屋
甚
兵
衛
が
新
田
の
管
理
の
た
め

に
会
所
兼
別
邸
と
し
て
宝
暦
四
年（
一
七
五
四
）に

建
て
た
も
の
で
あ
る
。
甚
兵
衛
は
風
流
な
文
化

人
で
、建
物
と
し
て
は
書
院
の
ほ
か
茶
室
を
三
つ

も
そ
な
え
た
数
奇
屋
風
の「
鳳ほ

う
め
い
て
い

鳴
亭
」
と
小
堀
遠

州
風
の
築
山
林
泉
式
の
庭
園
を
創
っ
た
。
紀
州

の
殿
様
・
多
く
の
文
化
人
な
ど
多
く
の
来
客
を

惹
き
つ
け
た
。

　

庭
園
は
、
敷
地
の
南
側
に
心
字
池
を
囲
む
よ
う

に
配
置
さ
れ
、「
明
霞
亭
」
は
そ
の
中
央
部
の
築

山
の
頂
上
に
配
置
さ
れ
た
。
そ
の
比
高
は
池
か

ら
み
て
四
メ
ー
ト
ル
余
で
あ
る
。「
旧
」
茶
室
と

い
っ
た
の
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
二
〇

年
（
一
九
四
五
）
に
空
襲
で
消
失
し
た
か
ら
で
、

現
在
、
焼
け
焦
げ
た
階
段
と
四
本
の
石
柱
が
残
っ

て
お
り
、
そ
の
後
に
つ
く
ら
れ
た
四
阿
の
ベ
ン

チ
に
往
年
の
茶
室
を
し
の
ば
せ
る
写
真
が
飾
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
明
霞
亭
か
ら
は
会
所
の
全
景
が
俯
瞰
で

き
、
将
に
回
遊
式
庭
園
の
佇
ま
い
を
満
喫
で
き

る
最
高
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
北
側
に
は
、
そ

の
建
物
の
形
が
鳳
に
見
え
る
こ
と
か
ら
名
付
け

ら
れ
た
「
鳳
鳴
亭
」、
そ
の
土
台
に
は
清
水
寺
の

舞
台
を
彷
彿
さ
せ
る
舞
台
づ
く
り
の
柱
、
白
壁

の
「
土
蔵
」、
書
院
が
見
え
る
。
東
・
南
側
に
は

池
を
取
り
巻
き
、
緑
鮮
や
か
な
木
々
が
う
っ
そ

う
と
茂
っ
て
い
る
。
そ
の
中
央
を
ど
っ
し
り
と

構
え
て
い
る
の
は
イ
ブ
キ
の
木
。
松
の
木
・
ハ

ゼ
の
木
も
そ
の
傍
ら
を
か
た
め
て
い
る
。

　

今
は
会
所
の
周
辺
部
は
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン

に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
が
、
な
ぜ
か
、
こ
の

四
阿
に
座
し
、
吹
き
抜
け
る
風
の
音
に
、
ふ
と

往
時
の
茅ち

ぬ淳
海
岸
・
淡
路
の
島
影
・
六
甲
の
山

脈
が
彷
彿
さ
せ
ら
れ
る
。

　

(

住
之
江
の
町
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
副
会
長　

實じ
つ 

清
隆)

（5）

場　所 ： 住之江区南加賀屋4-8
交　通 ： 地下鉄「住之江公園」駅下車
　　　　徒歩15分・市バス「南加賀屋
　　　　四丁目」下車徒歩5分
休園日 ： 月曜日、年末年始
開　園 ： 10時～16時30分
入場料 ： 無料
問合せ ： 06-6683-8151(管理事務所)

●加賀屋緑地（加賀屋新田会所）

庭園内の築山頂上に配置された往年の「明霞亭」 現 在 の「明霞亭」（ 旧 茶 室 ）
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５
月
９
日
（
土
）
の
夕
暮
れ
時
、
昨
年
の
５
月

と
11
月
に
も
実
施
し
た
「
植
松
灯
籠
の
日
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
夜
間
開
館
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
午
後
５
時
の
閉
館
後
、
再
び
午
後

６
時
30
分
に
開
門
す
る
と
同
時
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
頃
に
は
す
っ
か
り
日
も
落
ち
て
、
ム
ー
ド
も

最
高
…
と
は
い
か
ず
、
灯
籠
の
点
灯
予
定
時
刻
の

午
後
７
時
を
過
ぎ
て
も
、
ま
だ
少
し
明
る
さ
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

古
今
東
西
、
全
国
各
地
で
「
光
」
の
イ
ベ
ン
ト

が
流
行
る
中
、
旧
植
田
家
住
宅
の
庭
の
灯
籠
の
灯

り
は
と
て
も
穏
や
か
で
、
夜
の
建
物
の
雰
囲
気
に

ぴ
っ
た
り
と
合
っ
て
い
ま
す
。
灯
籠
も
数
は
決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
形
は
様
々
で
、
特
に

か
つ
て
こ
の
植
松
地
域
の
路
上
に
立
っ
て
夜
道
を

照
ら
し
て
い
た
金
比
羅
灯
籠
が
、
植
田
家
の
庭
で

特
等
席
を
与
え
ら
れ
て
目
立
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

灯
り
も
本
物
の
ろ
う
そ
く
（
た
だ
し
大
き
な
灯
籠

を
含
め
て
2
基
に
の
み
）
を
使
用
し
、
自
然
な
火

の
光
が
い
っ
そ
う
雰
囲
気
を
も
り
立
て
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
「
植
松
灯
籠
の
日
」
の
も
う
一
つ

の
お
楽
し
み
と
い
え
ば
、
主
屋
の
２
階
の
窓
に
映

る
「
影
絵
」。
辺
り
が
暗
く
な
っ
た
頃
、
建
物
の

明
る
い
窓
に
何
や
ら
怪
し
い
複
数
の
影
が
現
れ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
前
回
は
、「
た
ぬ
き
の
糸
車
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
影
絵
で
、
く
る
く
る
回
る
糸

車
（
ス
タ
ッ
フ
が
交
代
で
操
作
）
と
そ
れ
を
じ
っ

と
見
つ
め
る
た
ぬ
き
の
影
が
可
愛
く
印
象
的
で
し

た
。
そ
し
て
、
な
ぜ
か
動
く
キ
ツ
ツ
キ
の
姿
も
。

　

今
回
見
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
「
般
若
、
み
み

ず
く
、
獅
子
、
金
魚
、
た
い
こ
も
ち
、
カ
エ
ル
、

へ
び
、
か
た
つ
む
り
」
の
８
つ
の
影
。
一
見
す
る

と
何
の
こ
と
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
実
は
こ
れ
、

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
師
・
歌
川
国
芳
の
作
品
を
再

現
し
た
も
の
で
し
た
。
仕
掛
け
絵
（
寄
せ
絵
）
や

戯
画
な
ど
で
も
知
ら
れ
る
国
芳
の
影
絵
の
シ
リ
ー

ズ
で
、
こ
れ
ら
の
影
の
正
体
は
猫
、
狸
、
弁
慶
、

七
福
神
た
ち
で
す
。
主
屋
の
２
階
へ
上
が
っ
て
み

る
と
、
実
際
に
そ
れ
ら
の
姿
が
は
っ
き
り
と
確
認

で
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
お
よ
そ
２
時
間
と
短
い
間
で
し
た

が
、
ご
近
所
の
方
々
を
は
じ
め
、
口
コ
ミ
で
遠
方

か
ら
来
た
人
た
ち
も
多
く
参
加
し
、
静
か
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
次
回
も
11
月
に
開
催
を
予
定
。

普
段
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
夜
間
の
旧
植
田
家
住

宅
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
旧
植
田
家
住
宅
ス
タ
ッ
フ
）

次
回
「
植
松
灯
籠
の
日
」
は

　
　

月
７
日（
土
）に
開
催
予
定
！

植松灯籠の日＆夜間開館

主屋二階の窓に映る影絵その正体は…!?2015.5.9

１１
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【
枝
豆
の
収
穫
】

　

ど
ん
よ
り
と
し
た
雲
が
広
が
る
梅
雨
時
期
に
も
、

ス
ク
ス
ク
成
長
し
て
い
る
植
田
家
の
枝
豆
。
梅
雨
の

中
休
み
と
な
っ
た
週
末
、
待
ち
に
待
っ
た
収
穫
の
日

が
来
た
。
枝
豆
の
収
穫
は
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
。
実
入

り
は
八
分
目
と
イ
マ
イ
チ
で
は
あ
る
が
、
味
は
イ
ケ

て
る
は
ず
！
何
よ
り
こ
れ
以
上
置
い
て
お
く
と
虫
に

先
を
越
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

枝
豆
は
、
未
熟
な
「
大
豆
」
を
収
穫
し
た
も
の
。

意
外
に
知
ら
な
い
方
が
多
い
こ
と
に
驚
い
た
。
古
い

歴
史
が
あ
る
枝
豆
。
江
戸
時
代
に
は
、
夏
に
な
る
と

路
上
に
枝
豆
売
り
の
姿
も
多
か
っ
た
そ
う
。
現
在
の

よ
う
に
莢さ

や

を
外
し
た
物
で
は
な
く
、
枝
付
き
の
ま
ま

茹ゆ

で
ら
れ
た
も
の
が
売
ら
れ
、
当
時
は
そ
の
ま
ま
持
っ

て
食
べ
歩
く
な
ど
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
的
な
存
在
。

こ
の
状
態
の
物
を「
枝
付
き
豆
」ま
た
は
、「
枝
成
り
豆
」

と
呼
び
、
そ
れ
が
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

現
在
、枝
豆
専
用
の
品
種
は
四
〇
〇
種
以
上
。八
尾

の
特
産
品
で
あ
る
枝
豆
の
品
種
も
数
種
類
あ
る
よ
う

で「
大
雪
み
ど
り
」や「
え
ぞ
み
ど
り
」が
主
流
ら
し
い
。

今
年
の
植
田
家
の
品
種
は
、
そ
の
ま
ん
ま「
お
い
し
い

枝
豆
」。
解
り
や
す
い
で
す
（
笑
）

　

収
穫
後
は
一
日
で
旨
み
成
分
の
ア
ミ
ノ
酸
や
糖
が

半
減
し
て
し
ま
う
枝
豆
。
だ
か
ら
鮮
度
が
一
番
重
要
！

な
の
で
植
田
家
で
収
穫
後
、す
ぐ
に
茹
で
た
も
の（
そ

れ
も
カ
マ
ド
で
♪
）
の
甘
さ
と
香
り
は
、
ひ
と
し
お
。

「
お
い
し
い
枝
豆
」
で
な
く
て

も
、お
い
し
い
枝
豆
な
訳
で
す
。

毎
回
、
参
加
率
の
高
い
畑
メ
ン

バ
ー
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
育
て

た
も
の
を
仲
良
く
分
け
合
っ

て
、お
い
し
く
試
食
し
た
。

【
夏
野
菜
】

　

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
五
月
に
植
え
た
夏
野
菜
は
、

勝こ
つ
ま
な
ん
き
ん

間
南
瓜
と
黒く
ろ
も
ん
し
ろ
う
り

門
越
瓜
、
そ
れ
と
久
々
の
登
場
の

No.25

毛け

ま馬
き
ゅ
う
り
。中
で
も
南
瓜
は
毎
朝
ひ
と
周
り
ず
つ

大
き
く
な
る
。そ
し
て
今
年
の
毛
馬
き
ゅ
う
り
は
ひ
と

味
違
う
。
な
ぜ
な
ら
今
回
、ご
好
意
で
完
全
管
理
の
下
、

ま
じ
り
っ
気
な
し
、
生
粋
の
「
１
０
０
％
毛
馬
き
ゅ

う
り
」
の
種
を
わ
け
て
頂
い
た
。

　

さ
て
、
本
物
の
お
味
は
い
か
に
？
そ
れ
で
も
極
苦

だ
っ
た
ら
、
諦
め
も
つ
く
か
…
。

【
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
く
さ
～
い
一
日
】〈
お
ま
け
〉

　

先
日
、畑
か
ら
抜
い
た
ば
か
り
の
枝
豆
を
車
に
た
く

さ
ん
積
ん
だ
。し
ば
ら
く
走
っ
て
い
る
と
後
部
座
席
の

方
か
ら
何
者
か
の
羽
音
が
…
。
大
の
虫
嫌
い
、怖
る
怖

る
振
り
返
り
、目
を
疑
っ
た
。な
ん
と
大
量
の
枝
豆
色
の

カ
メ
ム
シ
が
車
の
窓
ガ
ラ
ス
を
這
っ
て
い
る
で
は

な
い
か
っ
！
ピ
、
ピ
～
ン
チ
! !
カ
メ
ム
シ
は
枝
豆
の

天
敵
。そ
う
、抜
い
て
き
た
枝
豆
の
葉
に
カ
メ
ム
シ
が

大
量
に
つ
い
て
い
た
の
だ
。
そ
の
あ
と
、
飛
ぶ
も
の
・

這
う
も
の
・
隠
れ
る
も
の
と
、
ビ
ビ
リ
な
が
ら
の

大
捕
り
物
！

　

…
あ
れ
か
ら
四
日
が
経
っ
た
が
、
ほ
の
か
に
香
る

車
の
中
、今
朝
も
三
匹
が
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
へ
ば
り

つ
い
て
い
た
。皆
さ
ん
も
枝
豆
収
穫
の
際
は
、く
れ
ぐ
れ

も「
く
さ
い
ヤ
ツ
ら
」に
ご
用
心
を
。チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
♪

枝豆の収穫ッ！

穫れたての枝豆

枝豆をみんなで分け分け♪
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第
十
六
回

◇
完
成
！
植
松
史

　

戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
頃
の
植
松
の
歴
史

や
く
ら
し
に
つ
い
て
、
当
時
を
知
る
地
域
の
方
々

か
ら
聞
き
取
り
を
行
な
う
「
植
松
史 

聞
き
取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
聞
き
プ
ロ
）は
、
２
０
１
２
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
聞
き
プ
ロ
に
先
立
ち

２
０
０
９
年
に
は
植
松
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

会
が「
の
ん
び
り
植
松
ぶ
ら
っ
と
ま
っ
ぷ
」（
通
称

う
え
ま
っ
ぷ
）を
、
続
く
２
０
１
１
年
に
は
同
会

の
協
力
で
、
地
域
の
方
々
の
話
を
も
と
に
昭
和

３
０
年
代
の
植
松
の
商
店
街
と
当
時
の
く
ら
し

の
様
子
を
記
述
し
た
「
植
松
す
こ
し
昔
の
く
ら
し

ま
っ
ぷ
」（
う
え
ま
っ
ぷ
２
）
を
発
行
し
た
。
そ

の
間
も
、
ま
ち
は
日
々
変
化
し
、
当
時
実
用
性
を

も
っ
た
こ
れ
ら
の
マ
ッ
プ
も
現
在
は
「
当
時
の
今
」

を
写
し
取
っ
た
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

聞
き
プ
ロ
始
動
か
ら
お
よ
そ
３
年
が
経
過
し
た

２
０
１
５
年
、
よ
う
や
く
成
果
物
と
し
て「
植
松

史
」が
完
成
。タ
イ
ト
ル
も『
ち
ょ
っ
と
昔
の
植
松
』

と
親
し
み
深
い
も
の
に
な
っ
た
。
約
７
０
ペ
ー
ジ

に
渡
っ
て
、
語
り
手
、
聞
き
手
、
書
き
手
な
ど
、

様
ざ
ま
な
人
手
に
よ
っ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に
植

松
の
歴
史
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
の

資
料
を
活
用
す
れ
ば
、
本
編
が
よ
り
活
き
活
き
と

な
り
、
自
分
も
当
時
の
植
松
に
住
ん
で
い
た
よ
う

な
感
覚
に
近
づ
く
こ
と
も
で
き
る
。

　

ポ
ケ
ッ
ト
に
九
〇
〇
円
を
入
れ
て
、
旧
植
田
家

住
宅
を
訪
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
記
念
に
一
冊
「
植

松
史
」
を
ど
う
ぞ
。

　「植松のまちの様子を聞き取り、
　　　　   　　　　　書き取った。」

完成した「ちょっと昔の植松」

　

目　

次

⒈  

渋
川
神
社 

・
お
祭
り

⒉  

お
正
月

⒊  

商
店
街
・
お
店

⒋  

災
害

⒌  

鉄
道
・
交
通

⒍  

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

⒎  

学
校

⒏  

子
ど
も
の
あ
そ
び

⒐  

く
ら
し
・
生
活

10.  

食
11.  

信
仰

12.  

戦
中
・
戦
後

13.   

イ
ベ
ン
ト
・
伝
承
ほ
か

○
資
料
編

　

植
松
周
辺
の
出
来
事 

　

植
松
・
龍
華
の
人
口
推
移

　

航
空
写
真
、
地
図 　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
旧
植
田
家
住
宅
ま
で
！
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二
〇
一
六
年
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
今
東
光
の

華
や
か
な
現
代
小
説
「
お
し
ゃ
べ
り
な
真
珠
」（
昭
和

四
十
年
七
月
三
十
一
日
講
談
社
発
行
）の
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
小
説
の
題
名
に
あ
る
真
珠
か
ら
連
想
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
実
は
こ
の
小
説
に
伊
勢
志
摩
は
舞
台

と
し
て
登
場
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、物
語
に
登
場
す
る
女
性
五
人
が
、さ
ま
ざ
ま

な
職
業
に
就
く
中
で
、
航
空
会
社
に
勤
め
る
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
が
い
る
た
め
に
、
飛
行
機
で
の
移
動
場
面
が

多
い
こ
と
が
、
東
光
の
小
説
の
中
で
も
異
彩
を
放
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
日
本

航
空
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
戦
後
初
の
国
内
民
間

会
社
が
東
京
―
大
阪
―
福
岡
間
で
の
運
航
を
開
始
し

た
十
一
年
後
に
は
、
国
産
旅
客
機
Ｙ
Ｓ-

１
１
の
試
験

飛
行
が
成
功
し
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に

は
海
外
旅
行
が
自
由
化
す
る
等
、
航
空
業
界
が
活
況

落
穂
拾
い

　

 -
今
東
光
の
薫
風- 

（十
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
・
伊
東  

健

を
呈
し
て
き
た
時
代
背
景
も
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
　
生
駒
の
テ
レ
ビ
塔
の
立
ち
並
ん
だ
山
を
越
え
る
と

　
河
内
野
を
横
断
し
、
や
が
て
泉
州
の
堺
に
出
た
。

　
青
々
と
し
た
大
阪
湾
が
望
ま
れ
、新
し
く
造
成
さ
れ
る

　
堺
の
臨
海
工
業
地
帯
が
見
え
た
。南
住
吉
区
か
ら
大
阪

　
上
空
に
さ
し
か
か
り
、西
ノ
宮
か
ら
方
向
を
転
ず
る
と

　
間
も
な
く
豊
中
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
真
下
に
し
て
、

　
そ
の
ま
ま
伊
丹
の
空
港
に
突
込
む
よ
う
に
し
て
着
陸

　
し
た
。
　

　

こ
れ
は
、羽
田
か
ら
伊
丹
へ
の
描
写
で
す
が
、伊
丹

か
ら
白
浜
へ
の
移
動
の
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
描
写

も
あ
り
ま
す
。

　
　
次
第
に
機
が
降
下
し
て
青
い
海
に
近
づ
い
て
き
た
。

　
水
面
に
接
す
る
と
白
い
飛
沫
が
と
び
散
っ
た
。

　
　「
ど
う
ォ
」

　
　「
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ト
ね
。
愉
快
だ
わ
。」

　
　「
こ
れ
が
水
陸
両
用
の
好
い
と
こ
」

　
海
上
で
浮
か
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が
、

　
浮
い
て
い
る
桟
橋
を
曳
い
て
来
た
。
そ
れ
に
乗
り
移
る

　
と
今
度
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
の
桟
橋
に
送
ら
れ
た
。

コ
ラ
ム

　

小
説
の
連
載
開
始
は
、昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

十
二
月
十
八
日
発
行
号
の
『
週
刊
女
性
』
誌
上
で
し

た
の
で
、
こ
の
当
時
に
は
、
日
東
航
空
と
い
う
航
空

会
社
が
、
グ
ラ
マ
ン
社
製
の
水
陸
両
用
飛
行
艇
を

大
阪
―
白
浜
間
で
定
期
運
航
し
て
い
た
こ
と
を
現
し

て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、こ
の
路
線
は
白
浜
か
ら
さ
ら
に
、串
本
、

そ
し
て
志
摩（
的
矢
湾
）を
経
由
し
て
、
名
古
屋
ま
で

行
け
る
と
い
う
面
白
い
水
上
航
空
路
線
だ
っ
た
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
昭
和
三
十
九
年
十
月
三
十
日

を
最
後
に
運
航
は
終
了
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
志
摩
ま
で
の
旅
を
描
い
て
い
れ
ば
、
真
珠

の
タ
イ
ト
ル
に
も
ふ
さ
わ
し
い
の
に
と
、
思
っ
て

い
ま
す
と
、
な
ん
と
、
な
ん
と
、
こ
の
小
説
の
タ
イ

ト
ル
は
、
東
光
が
付
け
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

続
き
は
、
次
回
で
。

写真提供：今東光資料館

「おしゃべりな真珠」
（昭和40.7.31 講談社発行）
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